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平成21年度 食品中異物検査（昆虫類）のまとめ 
 

医動物担当では、各区福祉保健センター、各市場検査所、事業者等の依頼を受け、昆虫類を中

心とした食品中異物検査を行っています。平成21年度の検査実績は、13件15検体でした。 

依頼された15検体のうち昆虫類は13検体で、上位3目は、コウチュウ目（5検体）、チョウ目（4検体）、

ハエ目（2検体）でした。今回は、同定結果の詳細を報告します。 

 

食品名 苦情内容
異物写真

(状態、体色、大きさ）
同定結果 生態その他

はいが食パンはいが食パン タバコシバンムシ

（給食）に虫がい (コウチュウ目

るのを発見した。 シバンムシ科）

成虫、茶褐色、約2.5ｍｍ

パセリ 惣菜に添えられ ハエ類

ていたパセリに （ハエ目）

虫がついていた。

幼虫、乳白色、約5ｍｍ

缶ビール 缶ビールを飲ん ゴキブリ類

でいたところ、虫 （ゴキブリ目）

が出てきた。

幼虫、茶褐色、約13ｍｍ

米 米の中に入って チョウ目（ガ）

いた。 の一種

成虫、茶褐色、約5ｍｍ

ハーブティ ハーブティ（茶葉） ゾウムシ科

に虫が混入して の一種

いた。 （コウチュウ目）

成虫、茶褐色・斑模様、約12ｍｍ

成虫の体長は2～3mm。
パン、ビスケット、ココア
など多くの乾燥食品を
加害する代表的な食品
害虫である。

体は小型から中型で、
多くは卵形から長楕円
形で厚みがある。口部
は吻状に長くのびる。成
虫、幼虫ともにほとんど
が植食性である。食性
は種類によって異なる。

成虫の体翅は細かい鱗
片で覆われる。食品を
加害するのは、主に幼
虫である。生活様式は
多様で、一般的には植
物や乾燥動植物食品な
どを食害する。

屋内で見られるゴキブリ
は雑食性で、植物性、
動物性の食品はたいて
い食べる。成虫幼虫とも
に日中は屋内の潜伏場
所で過ごし、夜になると
餌と水を求めて活動す
る。

ハエ類には非常に多く
の種が含まれる。生ゴ
ミ、排水管や下水、動物
の糞などあらゆる動植
物質から発生する。
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食品名 苦情内容
異物写真

(状態、体色、大きさ）
同定結果 生態その他

肉まん 肉まんに小さな マドチャタテ科

虫が付着してい  の一種

た。 （チャタテムシ目）

成虫、褐色、約1.5ｍｍ

生うに 生うにの中に幼 オオクロバエ

虫が混入してい （ハエ目

た。 クロバエ科）

＊写真は飼育後

 羽化した成虫

幼虫、乳白色、約14ｍｍ

ローズヒップ ローズヒップハー チョウ目（ガ）

ハーブティ ブティーの中に の一種

幼虫が入ってい

た。

幼虫、乳白色、約6ｍｍ

白いんげん豆白いんげん豆に インゲン

甲虫が混入して マメゾウムシ

いた。 （コウチュウ目

マメゾウムシ科）

成虫、褐色・斑模様、約4ｍｍ

干しいちじく 干しいちじくに ①ノシメ

虫が混入してい マダラメイガ

た。 （チョウ目メイガ科）

②チョウ目（ガ）

の一種

幼虫・蛹脱皮殻、茶褐色、6～7ｍｍ

③タバコ

シバンムシ

(コウチュウ目

シバンムシ科）

成虫、茶褐色、約2ｍｍ

*章末に同定Pointを紹
介しています。

初夏から秋にかけて発
生する。平地のやや湿
潤な樹幹などで生活す
る種や、各種の植物の
葉裏に生ずるカビ類を
食べる種、家屋内から
発生する種などがある。

成虫の体長は約10～
15mm、終齢幼虫は約
20mmである。幼虫は動
物死体、厨芥、汲み取り
便所などから発生する。
全国に分布する普通種
である。

食品を加害するのは、
主に幼虫である。生活
様式は多様で、一般的
には植物や乾燥動植物
食品などを食害する。

①終齢幼虫の体長は約
10ｍｍ。幼虫は穀物、
ナッツ、チョコレート、乾
燥果実、豆菓子など多
くの貯蔵食品、乾燥食
品を食害する。

成虫の体長は約3～
4mm。貯蔵インゲンの害
虫。成虫は卵を豆粒表
面に産みつけず、豆粒
の隙間に産卵する。孵
化幼虫は歩行して豆粒
内に侵入する。世界共
通種。

③成虫の体長は2～
3mm。パン、ビスケット、
ココアなど多くの乾燥食
品を加害する代表的な
食品害虫である。

 

 

 

 




